
優劣のかなたに 
永 田  円 了  

 

人 間 は生 まれながらにして、“ 競 争 原 理 ” と“ 共 生 原 理 ” の両 方 の遺 伝 子 をもっている  

私 たちに問 われているのは、果 たしてあなたはどちらを選 択 しますか、と言 う問 いである  

 

＜Bush 大 統 領 の演 説 ＞   

 明 治 時 代 、米 国 から、”Compe t it ion” というコトバが日 本 に導 入 された  

 福 沢 諭 吉 がそのコトバに、「競 争 」という訳 語 をつけて日 本 に定 着 した  

 

＜本 当 に景 気 は回 復 したといえるのか＞  

 経 常 利 益 は大 幅 に増 えている、一 方 売 上 高 がほとんど増 えていない  

 製 造 現 場 でのフリーター、全 国 で 100 万 人  

 フルタイムの半 分 の人 件 費 ／いつでも解 雇 できる／人 間 ロボット  

 

 ＜ 伊 澤 紘 生 、 サ ル の 研 究 4 0 年 、 1 9 7 0 年 、 当 時 の 猿 学 の 常 識 を 覆 す 発 見 を す

る ＞  
 

 その発 見 とは／本 当 は猿 山 にボスなどいない／野 生 の猿 には序 列 も競 争 もない  

 では何 故 サル山 にボスがいる序 列 社 会 だと思 われていたのか  

 それは、競 争 原 理 にどっぷり浸 かった人 間 社 会 を、サルの群 れに投 影 していただけ  

 では何 故 人 間 社 会 はボスがいる序 列 社 会 になるのか  →  価 値 の 一 元 化  

  

＜競 争 原 理 に対 応 ＞  

 大 村 はま： 同 じ教 材 を二 度 使 わない／生 徒 ひとり一 人 に違 う教 材 を／生 徒 を比 べない  

 

＜ 競 争 原 理 ＞  w i n- l ose、一 人 勝 ちの論 理 、  

  ・自 分 の価 値 を周 囲 に委 ねる   

・世 間 体 を気 にしすぎ、人 の目 地 獄 に陥 る   

・あらゆる物 事 を対 象 化 して考 え、自 分 と相 手 を切 り離 す  

＜ 共 生 原 理 ＞  w i n- w i n、敗 者 のいない社 会  

  ・人 と勝 ち負 けの競 争 をしない（自 分 を磨 くための競 争 なら OK）  

  ・物 事 を対 象 化 して考 えず、自 分 の中 の功 罪 ・明 暗 の存 在 をまるごと受 け入 れる  

  ・自 分 の内 なる声 に耳 を澄 ませ、ひとり一 人 が自 分 の使 命 に目 覚 める  
 
＜ 自 分 の 価 値 を 何 に よ っ て 決 め る の か ＞  

  社 会 的 評 価 で自 分 の価 値 を決 める人  → 人 の山 を登 る人  

 自 分 の価 値 は自 分 で決 める → 単 に我 （エゴ）をはっているだけ  
 
  ＜ 三 島 由 紀 夫 語 る ＞  

 人 間 は自 分 のためだけに生 きることに卑 しいものを感 じる  

 自 分 のためだけに生 きて自 分 ためだけに死 ぬほど人 間 は強 くない  

 
 
Ch e ck  y o u r  e g o  at  th e  d o o r .  
自 分 の エ ゴ は 、 入 り 口 で 捨 て な さ い  
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